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 ・組合の問題意識は受け止める。 

・いずれも会社の経営にとって大きな問題であり、会社

の経営上の観点、社会の流れ・動向を踏まえて慎重に

判断しなくてはいけない課題である。 

・65歳定年制は、申 16号で議論していく。 

本部は、「格差がある限り妥結しない」基本姿勢を崩すことなく、全組合員一律ベアの
実施にこだわって団体交渉を強化しました。妥結内容は、主幹職Ｂから指導職１等級
までの７つの職制において一律のベアを勝ち取ってきました。最大 300 円の格差はあ
るものの、会社が目指す｢職責に応じた処遇｣での格差の縮小を勝ち取りました。 


